
















研究成果の概要（和文）：1A アドレナリン受容体を安定発現させた PC12 細胞において、1A
アドレナリン受容体を刺激すると一過性の細胞内 Ca 遊離に続いて、細胞外からの持続的な Ca
流入が惹起された。後者の Ca 流入は、snapin 過剰発現で増強され、TRPC ノックダウンで抑
制された。この Ca 濃度変化と相関して、内在性 dopamine の遊離が惹起された。したがって、
培養細胞では、GqPCR 刺激で上昇する細胞内 Ca により、伝達物質は遊離することが観察され
た。一方、ラット大脳皮質スライスからの 3H-dopamine 遊離は、GqPCR 刺激では惹起されな
かった。ラット大脳皮質および N1E-115 神経芽細胞では、M1 ムスカリン受容体は細胞膜だけ
でなく細胞内にも存在し、前者は IP3-Ca 系を活性化するのに対し、後者は MAPkinase 系と特
異的に共役していた。 
 
研究成果の概要（英文）：In PC12 cells expressing ・1A-adrenoceptor, methoxamine evoked 
intracellular Ca release which was followed by Ca influx. The Ca influx was mediated 
via receptor-operated Ca channel, and was enhanced by overexpression of snapin but was 
reduced by knockdown of TRPC. The change in intracellular Ca ion was greatly associated 
with the release of endogenous dopamine, suggesting a direct relationship between 
GqPCR-mediated intracellular Ca increase and transmitter release in culture cells.  
However, in rat striatum slices preloaded with 3H-dopamine GqPCR-mediated dopamine 
release was not observed. M1-muscarinic acetylcholine receptor occurs at both plasma 
membrane and intracellular sites in rat cerebral cortex and N1E-115 neuroblastoma cells, 
coupled to two distinct signaling systems. 
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(1) PC12 細胞に、GqPCR の1A アドレナ
リン受容体と snapin を安定発現させ、1A
アドレナリン受容体を刺激したときの細胞
内 Ca イオンの変動を fura2 にて測定した。









を、3H-NMS および 3H-QNB を用いた結合
実験法、抗体を用いた組織化学的方法で調べ
た。また、細胞膜と細胞内受容体の機能を、





た PC12 細 胞 を 、 1 ア ゴ ニ ス ト




snapin を過剰発現すると、後期相の Ca 上昇
は著しく増強され、dopamine 遊離も増加し
た(図 1)。しかし、snapin の単独発現や空ベ
クターは、細胞内 Ca および dopamine 遊離
に影響しなかった。 
 外液 Ca を除去すると、初期の細胞内 Ca
上昇と dopamine 遊離は観察されたが、後期
の Ca 反応は著しく抑制された。後期の Ca













る 3H-dopamine は、10 分毎の繰り返し刺激
で 40 分間に亘り再現性良く惹起され、
tetrodotoxin や外液 Ca 除去で抑制された。
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